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再生可能エネルギーの普及と自家消費促進 2

◼ 2025年2月に閣議決定された「第7次エネルギー基本計画」において、住宅用太陽光発電につ
いては、2030年において新築戸建住宅の6割に、2050年において新築住宅の全てに設置を
目指すと明記。

◼ 一方、冷暖房需要が少ない春や秋には、再生可能エネルギーが過多となり、九州エリア等で電
力需給バランスを保つべく太陽光発電設備の出力を抑制せざるを得ない状況が出てきている。

◼ 再生可能エネルギーを有効活用するためには、太陽光発電設備の普及のみならず、おひさまエ
コキュートや蓄電池等の自家消費拡大措置を通じて、住戸単位でのエネルギー自給率の向上
を目指すことが重要。

出典：資源エネルギー庁 再生可能エネルギーの出力制御の抑制に向けて
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【参考】エリア需要とPV発電量（九州、2025年5月実績） 3

出典：九州電力送配電「エリア需給実勢データ」より当社作成
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でんきとの新しいくらし方 4

東京電力エナジーパートナーでは、
カーボンニュートラルの実現、災害に強い住宅の実現に向けて

な「でんきとの新しいくらし方」をご提案安心 おトク エコ

「買って、つかう」

おひさまエコキュート
お昼に稼働することで
太陽光を有効活用

蓄電池
使い切らなかった電気をため、
太陽光で発電した電気を

夜間も利用

太陽光発電設備

いままで これから

「つくって、ためて、つかいこなす」

自家消費促進と防災に配慮したくらし方
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◼ 「おひさまエコキュート」は、太陽光発電設備の再生可能エネルギーを有効活用し、主として昼
間にお湯を沸き上げるエコキュート。

◼ 外気温の高い昼間にヒートポンプが稼働すること等により、主として夜間にお湯を沸き上げる従来
型エコキュートよりも省エネ性がさらに向上。

自家消費の拡大に寄与する給湯設備「おひさまエコキュート」
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DRの取り組み

◼ 当社はこれまで、2022年度から「TEPCO省エネプログラム」として、お客さまが家電等を操作する
ことによる節電（下げDR）を継続的に実施。

◼ 2024年度からは、下げDRに加え、新たに指定時間帯における負荷創出（上げDR）および蓄
電池等の機器を遠隔制御する取り組みとして「エコ・省エネチャレンジ」をDRサービスとしてリリース
しており、2025年度においても展開中。
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＜2025年度 DRの取り組み＞

）
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DRの取り組み 7
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上げDR・PV自家消費増の取り組み

◼ 昨今、全国的に拡大する太陽光発電の出力制御等に対応すべく、昼間時間帯における電力需
要創出を目的に、本年4-6月の間、エコキュートを対象としたDR実証を実施。
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実証期間  2025年4月23日～2025年6月30日

モニター

三菱電機またはダイキン製の当社指定の
エコキュートを設置したお客さま
➢当社にてモニター募集を行い、本実証へ

の参加お申込みをいただいたお客さま約
150件

検証項目

①エコキュートによる調整力の創出量
➢昼間時間帯における、再生可能エネル

ギー有効活用等のための調整力の創
出量を検証

②遠隔制御に対するエコキュートの
追従性などの技術性

➢エコキュートの応答の正確性・スピードや、
あらかじめ策定したエコキュートの運転パ
ターンに基づく制御実績等の確認

③電力調達コストの削減効果などの
経済性

➢電力調達コストおよびお客さまの電気
代に与える影響等の検証

＜本実証の役割分担＞
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機器の昼間負荷造成効果事例 9

◼ 自家消費量増加効果は、おひさまエコキュートで約80kWh/月・台、従来型エコキュート昼シフト
で約40kWh/月・台、蓄電池では約120kWh/月・台。

太陽光発電量：約590kWh

おひさまエコキュート消費電力量
（太陽光発電自家消費分)：約80kWh太陽光自家消費電力量

：約430kWh

エコキュート昼シフト消費電力量
（太陽光発電自家消費分）：約40kWh

蓄電池充電電力量
(太陽光発電自家消費分)：約120kWh

（試算条件等）
太陽光発電設備：約5kW、蓄電池：5kWh、住居人数：４名、住居形態：戸建住宅
※太陽光発電量：実績値（2021年5月）、おひさまエコキュート消費電力量・エコキュート昼シフト消費電力量：給湯湯量の実績（2021年5月）を用いた当社シミュレーション値。
※太陽光自家消費電力量、蓄電池充電電力量：当社シミュレーション値。
※太陽光自家消費電力量は、蓄電池およびおひさまエコキュート設置時の値。

機器の昼間負荷造成効果事例
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東京都における再エネ活用関連補助金（令和7年度）

◼ エコキュートや蓄電池の機器に対する補助に加えて、デマンドレスポンス実証参加への上乗せ補
助があり、再エネ活用を促進。
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出典：東京都環境局プレス（令和7年5月16日）
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以上、ご清聴ありがとうございました。
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